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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）アンカー生合成に関与するタンパク質をコードしています。GPIアンカーは、コア骨格に3つのマンノース分子を含む糖脂質で、多くの血液細胞に存在し、タンパク質を細胞表面に固定する役割を果たしています。コードされているタンパク質と、別のGPI合成タンパク質であるPIGOは、エタノールアミンリン酸をGPIの3番目のマンノースに転移する働きをします。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：エタノールアミンリン酸をGPIの3番目のマンノースに転移することにより、GPIアンカー生合成に関与します。,経路：糖脂質生合成、グリコシルホスファチジルイノシトールアンカー生合成。,類似性：PIGFファミリーに属します。,サブユニット：PIGGおよびPIGOと複合体を形成します。 PIGF は PIGG と PIGO を安定化するために必要です。
	研究分野
	グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）アンカー生合成;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト肝癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

